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STRDESIGN  V17.1 バージョンアップ項目について  

 
 
 
 
 
 

＜機能一覧＞ 

No. 区分 内容 詳細 

1 全体 

[グレー本 2017 対応] 

面材耐力壁・筋かいの長さ比チェッ

ク追加 

【面材 耐力壁】 

長さ L≧60cm かつ H/L≦5 チェック追加 

【面材 準耐力壁】 

長さ L≧90cm かつ H/L≦3.5 チェック追加 

面材入力時に長さと、高さ比Ｈ/Ｌをチェックしま

す。チェック値はパラメータで変更可能です。 

2 全体 
[グレー本 2017 対応] 

筋かい耐力壁の低減係数対応 

筋かいの有効傾斜 H/L＞3.5 の場合、筋かいの許容

せん断力と剛性に低減係数を考慮します。 

筋かいの長さと高さから低減係数を求めます。 

係数の考慮有無はパラメータで変更可能です。 

3 全体 

[グレー本 2017 対応] 

柱軸力によるめり込みの検定：間柱

面積考慮 

柱のプロパティで間柱面積を指定すると短期時の

めり込み応力検討時の有効断面積に考慮します 

4 全体 

[グレー本 2017 対応] 

水平構面の単位長さあたりの許容

せん断耐力の上限対応 

最大値（デフォルト 13.72kN/m）を超える場合は最

大値で検討します。 

5 全体 

[グレー本 2017 対応] 

柱頭柱脚接合部の引抜力の算定 
出隅柱柱頭抑え込み係数対応 

出隅柱は柱頭と柱脚別の押えこみ係数が設定でき

ます。柱のプロパティでも個別指定が可能です。 

6 
計算 
出力 

[グレー本 2017 対応] 

軒けらばの負の風圧に対する垂

木・母屋の断面検定と接合部の許容

耐力の検定 

負の風圧に対する軒部分の垂木断面の算定対応 
軒の出部分（張間方向の風）と軒桁から次の母屋ま

での部分の検討で大きい方を採用します。 

7 全体 

[グレー本 2017 対応] 

ルート 2 筋かいの負担水平力によ

る応力割増対応 

筋かいを有する階の地震力算定時の標準せん断力

係数に最大 1.5 の割増係数を考慮します。 

① 「木造軸組工法住宅の許容応力度設計２０１７年版」対応  

② ＰＷＡ平行弦トラスの対応 【大型対応版 限定】  

③ 木造住宅 倒壊解析ソフトウェア wallstat 連携  

④ その他機能強化 
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8 入力 

[グレー本 2017 対応] 

アンカーボルト強度 

レコード最新化 

アンカーボルト強度のレコードを更新しました。 
 
※旧バージョンのデータには自動でコンバートされませ

んので、必要な場合は追加インポートしてください。 

9 全体 
ＰＷＡ平行弦トラスの対応 
【大型対応版限定】 

束が木（圧縮）で斜材が丸鋼（引張）のプラットト

ラスに対応しました。 
■グリッド数の指定可能 
３～１１のグリッド数を直接指定できます。 

■各部材の断面算定、接合部の検討 
トラスのプロパティで部材樹種断面寸法、ほぞ面

積および接合部金物を直接指定できます。 
■たわみ量と変形制限の検討 
仮想仕事法によるトラスたわみ量の算出 

10 その他 
木造住宅倒壊解析ソフトウェア

「wallstat」連携 

wallstat 解析モデルファイル作成に必要な軸組フ

ァイル、構面ファイル、筋かいファイル、 

重量ファイルを STRDESIGN で入力した部材情報、構

造計算結果を元に出力します。 

 

※この連携機能をご利用される場合は、予め wallstat を

入手（無償）・インストールする必要があります。 

11 全体 
[機能強化] 

柱の検討 ほぞ面積の個別指定 
柱のプロパティでほぞ面積が直接指定できます。 

12 全体 

[機能強化] 

基礎梁の検討 

変位法による基礎梁検討（べた基

礎・布基礎）時の荷重対応 

基礎梁の計算時用の地耐力への基礎自重の考慮有

無を指定できます。 

 

計算・出力の内容－許容応力度（変位法）基礎梁検

定時の基礎の自重 考慮する/考慮しない 

13 全体 

[機能強化] 

基礎梁の検討 

布基礎の長期圧縮力の算定時の基

礎自重対応 

長期圧縮力の算定には土を含む基礎自重ではなく、

鉄筋コンクリート自重を採用します。 

 

布基礎仕様に平均自重（既存項目：土含む）とは別

に基礎自重（新規項目：土含まない）が設定できま

す。 

14 全体 

[機能強化] 

柱頭柱脚接合部の検討 

せん断算出方法「木造軸組工法住宅

の許容応力度設計２００８年版」対

応 

せん断の算出方法を等価壁倍率から計算した筋か

い耐力壁の短期許容耐力としました。 

（標準計算法のみ） 

 

また面材と併用している筋かいも摩擦係数Ｃμ 考

慮の対象となりました。 

筋かい仕様にせん断用の倍率を設定します。 
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15 出力 

[機能強化] 

梁断面算定計算書 

建物重量算定表出力対応 

荷重の根拠となる建物重量算定表を出力します。 

16 出力 
[機能改善] 

屋根荷重表記改善 

屋根荷重表記に屋根形状係数 μ の表記を追加しまし

た。 

17 
計算 

出力 

[機能改善] 

建物重量の算定（多雪時） 
多雪時の荷重を採用します。 
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【１】[グレー本 2017 対応] 面材耐力壁・筋かいの長さ比チェック追加 

 

入力時と計算時にチェック長さと高さの比のチェックを行います。 

値は構造計算パラメータで設定します。 

 

 

計算無効となった部材は計算後の警告メッセージが出力されます。 

 

 

［注意］ 

面材の最小長さ（デフォルト：60cm 以上）のチェックが設定されましたが、連続した壁を入力する

場合で端部に「60cm の最小長さ」に満たない面材を設定する場合は、ここの最小値を変更して入力

していだくようお願いいたします。 

その際間柱チェックや長さ比例測が成立するかのチェックは行っておりませんので連続配置は設

計者様の判断でお願いします。 
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【２】[グレー本 2017 対応]  筋かい耐力壁の低減係数対応 

 

筋かいの有効傾斜 H/L＞3.5（設定値）の場合、筋かいの許容せん断力と剛性に低減係数を考慮しま

す。 

有効傾斜及び低減係数考慮の有無は構造計算パラメータで設定します。 

 

■筋かい最大傾斜以上：筋かいの許容せん断と剛性低減 

・「考慮する」：最大傾斜以上の筋かいの許容せん断耐力に以下の低減係数を考慮します。 

低減係数＝最大有効傾斜×長さ／筋かい高さ 

許容せん断力Ｐａ＝壁倍率×「低減係数」×壁長さ×1.96 

・「考慮しない（計算対象外）」：最大傾斜以上の筋かいは計算に含まれません。 

・「低減なしで算入」：最大傾斜以上の筋かいは低減係数を考慮せずそのまま参入されます。 

 

＜計算書 耐力壁の配置と設計壁量 Ld及び許容耐力 Piの算定＞ 

考慮された場合、耐力壁の配置と設計壁量 Ld 及び許容耐力 Pi の算定の「ｄ」の欄に低減係数が表

示されます。 
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【３】[グレー本 2017 対応]  柱軸力による土台のめり込みの検定：間柱面積考慮 
 

柱のプロパティで間柱面積を指定すると、短期時のめり込み応力検討時の有効断面積に考慮します。 

※柱上部の梁位置、柱にとりつく筋かい及び面材による間柱断面積考慮の有効性はシステム側ではチェックしてお

りません。面積設定は設計様の判断でお願いします。 

 
 

＜計算書 めり込みの検討＞ 

計算書では間柱 A に設定した間柱面積の値、Ae下段に間柱を考慮した有効断面積を表示します。 
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【４】[グレー本 2017 対応]  水平構面の単位長さあたりの許容せん断耐力の上限対応 
 

最大値（デフォルト 13.72kN/m）を超える場合は最大値で検討します。 

上限値の考慮有無及び上限値は構造計算パラメータで設定します。 

※デフォルトは「考慮しない」になっています。 

 

 

＜計算書 水平構面の設計－許容せん断耐力の算定＞ 

考慮する場合、計算書では、許容せん断耐力の算定の表の「許容せん断耐力（kN/m）」に実際のせ

ん断耐力（括弧書き）と上限の値が表示されます。 
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【５】[グレー本 2017 対応] 柱頭柱脚接合部の引抜力の算定 出隅柱柱頭抑え込み係数対応 

 

出隅柱は柱頭と柱脚と別の押えこみ係数が構造計算パラメータで設定できます。 

※柱頭に関して標準計算法のみ有効です。 

 

また柱のプロパティでも係数指定が可能です。 

個別設定した場合は出隅以外でも設定した値が有効となります。 
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計算書では柱頭柱脚のβがそれぞれ表記されます。

 

 

 

 

【６】[グレー本 2017 対応]  軒けらばの負の風圧に対する垂木・母屋の断面検定と接合部の許

容耐力の検定 
 

軒の出部分（張間方向の風）と軒桁から次の母屋までの部分の検討で大きい方を採用します。 

 

＜計算書：垂木の検討＞ 
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【７】[グレー本 2017 対応] ルート 2 筋かいの負担水平力による応力割増対応 
 

筋かいを有する階の地震力算定時の標準せん断力係数に最大 1.5 の割増係数を考慮します。 
 
筋かいが負担する水平力の比は求めず、その他パラメータ「地震割増係数」が初期値 1.0 の場合、計算 

時に筋かいを有する階の地震力割増係数に 1.5（最大）を自動設定します。 

※ただし地震力割増係数に 1.0 以外の値が設定済の場合はその値をそのまま参照します。 

 

 

係数は性能評価等級を考慮し、応力割増は以下の通りとします。 

等級１：割増係数 1.0 ⇒地震力割増係数 1.5 を設定 

等級２：割増係数 1.25 ⇒地震力割増係数 1.2 を設定 

等級３：割増係数 1.5 ⇒地震力割増係数 1.0 を設定 

 

＜計算書：水平力に対する耐力壁の算定－地震力の算定＞ 

割増係数の欄に設定された割増係数が表示されます。 
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【８】[グレー本 2017 対応] アンカーボルト強度レコード最新化 
 

アンカーボルト強度のレコードを更新しました。 
※旧バージョンのデータには自動でコンバートされませんので、必要な場合は追加インポートしてください。 
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【９】ＰＷＡ平行弦トラスの対応【大型対応版限定】 
 

束が木（圧縮）で斜材が丸鋼（引張）のプラットトラスに対応しました。 
■グリッド数の指定可能 

３～１１のグリッド数を直接指定できます。 
■各部材の断面算定、接合部の検討 

トラスのプロパティで部材樹種断面寸法、ほぞ面積および接合部金物を直接指定できます。 
■たわみ量と変形制限の検討 

仮想仕事法によるトラスたわみ量の算出 
＜入力画面 例＞ 

  
＜計算書 一部抜粋＞ 
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【10】木造住宅倒壊解析ソフトウェア「wallstat」連携 
 

wallstat 解析モデルファイル作成に必要な軸組ファイル、構面ファイル、筋かいファイル、重量ファイ

ルを STRDESIGN で入力した部材情報、構造計算結果を元に出力します。 

※この連携機能をご利用される場合は、予め wallstat を入手（無償）・インストールする必要があります。 

※wallstat(calc.exe)のバージョンは ver3.3.10 以降をご利用ください。 

 

＜連携ファイル出力設定画面＞ 

入力画面－ファイル－wallstat 連携で開きます。 

 
連携の操作例は以下からもご覧になれます。 
https://youtu.be/1LjEMzTYnS4  

wallstat 解析モデルファイルの作成フロー 

STRDESIGN で出力するファイル 



2017 年 9 月 
富士通エフ・アイ・ピー株式会社 

All Rights Reserved Copyright 富士通エフ・アイ・ピー株式会社 2017 

【11】[機能強化] 柱の検討 ほぞ面積の個別指定 
 

柱のプロパティでほぞ面積が直接指定できるようになりました。 

 
＜計算書：柱の設計－めり込みの検討＞ 
プロパティで個別指定した値はめり込みの検討時に参照されます。 

 

プロパティに指定がない場合は「その他パラメータ」の値が採用されます。（既存仕様） 
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【12】[機能強化]  基礎梁の検討 変位法による基礎梁検討（べた基礎・布基礎）時の荷重対応 
 

基礎梁の計算時用の地耐力への基礎自重の考慮有無を指定できるようになりました。 

※V17 テンプレートのデフォルトは「考慮しない」となっておりますが、旧バージョンデータはコンバートの際、

計算結果が旧バージョンと V17 で同じになるよう「考慮する」が設定されます。 

 

＜基礎の設計－布基礎 基礎梁の検討＞ 

σe=基礎自重を含む値（旧バージョンと同じ仕様）、σe’=基礎自重を含まない値となっています。 

 

＜基礎の設計－べた基礎 地耐力の検討＞ 

σe’=基礎自重を含む値（旧バージョンと同じ仕様）、σe”=基礎自重を含まない値となっています。 

上記値は基礎梁の検討でのスラブ荷重に使用されます。  
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【13】[機能強化]  基礎梁の検討 布基礎の長期圧縮力の算定時の基礎自重対応 
 
※旧バージョンと結果が変わりますのでご注意ください。 
長期圧縮力の算定には土を含む基礎自重ではなく、鉄筋コンクリート自重を採用します。 

布基礎仕様に平均自重（既存項目：土含む）とは別に基礎自重（新規項目：土含まない）が設定でるよ

うになりました。 

 

＜布基礎仕様＞ 

 

 

＜計算書 基礎の設計－地耐力及びフーチングの検討＞ 

下記表の長期圧縮力算定時の基礎の自重は、土を含まない「基礎自重」を採用します。 
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【14】[機能強化]  柱頭柱脚接合部の検討  
せん断算出方法「木造軸組工法住宅の許容応力度設計２００８年版」対応 

 
※旧バージョンと結果が変わりますのでご注意ください。（金物工法／一部金物工法の標準計算法） 
せん断の算出方法を等価壁倍率から計算した筋かい耐力壁の短期許容耐力としました。（標準計算法のみ） 

また面材と併用している筋かいも摩擦係数Ｃμ 考慮の対象となりました。 

 

＜筋かい仕様＞ 

筋かい仕様にせん断用の倍率を設定します。 

テンプレートは、シングルは圧縮と引張が同じ値、ダブルはシングルの圧縮と引張と同じ値が設定され

ています。 

※旧バージョンで任意で追加された筋かい仕様に関しては、利用者様側で設定が必要です。 

 

 

＜計算書－柱頭柱脚接合金物の検討＞ 

せん断を含めた検定値が最大の方向（Ｖτ＞０）で検討します。 

引抜がない場合でせん断検定値が１を超える場合は警告メッセージが出力されます。 
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【15】[機能強化] 梁断面算定計算書 建物重量算定表出力対応 
 
荷重の根拠となる建物重量算定表が出力できるようになりました。 

＜計算書選択ウィザード 梁断面算定の場合＞ 

 

 

＜計算書＞ 

 

  



2017 年 9 月 
富士通エフ・アイ・ピー株式会社 

All Rights Reserved Copyright 富士通エフ・アイ・ピー株式会社 2017 

【16】[機能強化] 屋根荷重表記 改善 
 
屋根荷重表記に屋根形状係数 μ の表記を追加しました。 

 

＜計算書：荷重及び外力 設計荷重＞ 

 

 

また勾配が６０度より大きくなる場合は勾配係数を０とし、計算後に警告メッセージを出力します。 
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【17】[機能改善] 建物重量の算定（多雪時） 

 

多雪時は多雪の荷重を採用するように改善しました。 

 ※水平力に対する耐力壁の算定がグレー本 2008 の場合のみ 

 

 

 

 


